
デジタル電話帳データを用いた店舗・事業所の時系列データ構築と	
 

分析手法の研究	
 

水野弘規・秋山祐樹・柴崎亮介	
 

 

Development and Analysis of Time-Series Geodata of Shops and Offices 
Using Digital Telephone Directory 

Hiroki MIZUNO, Yuki AKIYAMA and Ryosuke SHIBASAKI 
 

Abstract: This study develops a method of developing time-series dataset of shops and offices 

using digital telephone directory which allows us to monitor changes of shops and offices 

throughout Japan every year. First, shops and offices in digital telephone directories in different 

two years are integrated spatially based on their locations and names. Second, results of their 

time-series change are classified into continuation, change, emergence, and demolition to identify 

their names. Finally, time-series data of each shop and office in broad areas are realized to apply 

this method for mass telephone directories in multi years. This study developed time-series dataset 

of each shop and office throughout Tokyo prefecture between 2011 and 2012 using this method. 
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1.	
 はじめに	
 

	
 都市を形作る建物は時間とともに立地や姿を

変え都市の様子を変容させる．建物の機能はそこ

に入居する店舗・事業所によって決定される．そ

の時系列的な変化を知ることは都市の過去を分

析し，現在を評価し，未来を予測することにつな

がる．建物に入居する店舗・事業所は，人の活動

パターン変化からも変化することから，時系列的

な変化を明らかにすることは都市の様子を明ら

かにするという意味でも重要であると言える． 

	
 本研究では全国規模で毎年，店舗・事業所の情

報が観察できるデジタル電話帳データを用いて，

店舗・事業所の時系列的変化を明らかにする．す

でに，関口ほか（2011）が青山などの地域で店舗

の業種や位置などの時系列な変遷を明らかにす

ることに着手しているが，特定の地域に留まって

おり，変化を表す時間軸も 5年ごとと，着手した

地域は狭く時間軸のスパンも限られている．この

ことは全国的な店舗・事業所の時系列的な変化の

データベースとしては不十分である。 

	
 現在，全国規模の広域に渡って都市空間の店

舗・事業所の時系列的な変遷を把握できるデータ

は殆ど整備されていない．本研究は全国規模で利

用可能なデジタル電話帳データを用いて，広域な

範囲を対象とした時系列変化データの構築の行

う．なお，デジタル電話帳データは最短で 2ヶ月

おきに更新される為，より短いスパンでの店舗・

事業所の時系列変化を追うこともできるが、今回

は店舗・事業所の１年のスパンでの時系列的な変

遷明らかにした． 
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2.	
 手法の概略	
 

2.1	
 概要	
 

	
 本研究では全国規模で毎年，店舗・事業所の情

報が観察できるデジタル電話帳データを用いて，

店舗・事業所の時系列データを構築し，その変化

要因の分析を行う．本研究で用いる電話帳データ

には店舗・事業所毎の名称，緯度・経度，住所，

業種等の情報が含まれている． 

	
 時系列データの構築として，デジタル電話帳デ

ータから異なる２時点の電話帳データを店舗・事

業所毎にその名称と位置情報に基づいて結合し，

またその同一性を判定することで，店舗毎の時系

列変化を継続，入れ替わり，新規出現，消滅に分

類し，店舗・事業所の立地や業種勢力図などの時

系列的な変化を表すことを目的とする． 

	
 今回は 2011 年と 2012 年のデジタル電話帳デー

タを用いて２時点の店舗・事業所の時系列的な変

化を明らかにした.２時点の建物の同一性を判断

する上で，３つの段階に分けて考えていった．第

一段階として，経緯度が完全一致するもの，第二

段階として経緯度が一致しないもの，第三段階と

して，結合先がみつからないものの三つに分けて

建物の同一性を判断していく．なお，全体的な時

系列的変化の分類手法としての流れを図１に示

した．以下，段階毎に方法を述べる．	
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図１	
 同一性判断手法	
 

	
 

2.2	
 経緯度が完全一致するデータ	
 

第一段階として，2011 年と 2012 年の二時点で

経緯度が完全一致する建物を取り出していく．

完全に同一地点にあるデータ同士をリンクし，

さらにその中で店舗・事業所の名称の同一性を

判断していく．名称の同一性の判定は N-gram を

用いて行った．N-gram とは自然言語処理の手法

であり，異なる二つの文字列の類似性を明らかに

できる．N-gram を用いた文字列の同一性判定に

おいては，文字列の類似度を 0から 1の値で定量

的に表現出来る．この際に同一と判定する値を

閾値として設定する必要がある．秋山ほか

（2011）はこの値を 0.4 付近としており，本研究

で用いた電話帳データの場合もこの値を 0.35 と

することで同一性の判定を適切に行えることを

確認した． 

	
 名称が完全一致する場合は，店舗・事業所が

二時点間で場所・名前が同じということなので

存続扱いとした．	
 

	
 名称が完全一致しない場合で，同一地点に新旧

年ともに１件の場合，名称の同一性を N-gram を

用いて判断する．名称の同一性を判断する上で

前述した N-gramの閾値の 0.35より高い場合は存

続，低い場合は入れ替えとする．雑居ビルや商

業施設のように同一地点に複数の店舗・事業所

が存在する場合も，N-gram により類似度が 0.35

よりも高い結果を存続とし、低いものは入れ替

えとした．	
 

以上の処理を行い残ったもので，新旧年でリン

クできない場合は，新しい年のみに店舗・事業

所のデータがある場合は新規出現，古い年のみ

にデータがある場合は消滅扱いとした．	
 

2.3	
 経緯度が一致しないデータ	
 

第二段階として、経緯度が一致しないデータ

の空間結合を行う．	
 

	
 経緯度が一致しないが，店舗・事業所の住所

と名称が完全一致するものは存続扱いとする．	
 

	
 また，デジタル電話帳データでは雑居ビルな

ど同じ建物の複数の建物が入っている場合，そ

の建物の重心を入居している店舗・事業所群の

経緯度としているが，経緯度が一致しないもの



で一致しない理由として店舗・事業所の増築・

改築などで建物形状が変わり，建物の重心がず

れてしまい，結果として経緯度も新旧年でずれて

しまう場合がある．そのような場合を考慮に入

れる為に，ある上限以下の距離の最近隣の店

舗・事業所をリンクし名称から同一性を判定する

ため N-gram を用いた．その結果，存続・入れ替

えを検出していく．ここでいう最近隣とは今回

は 20m とした．20m とした理由は個人事業所・店

舗だけでなく大規模な商業施設などの増築によ

り建物の重心が大きくずれてしまう場合にも対

応できるようにこの値をとった．	
 

2.4	
 結合先が見つからないデータ	
 

	
 第三段階として、第一段階，第二段階の処理を

行っても新旧の年で結合先が見つからないもの

は，新規出現か，消滅に分類していく．結合先が

見つからないデータのうち，新しい年のデータし

かないものは新規出現，古いデータしかないもの

は消滅として扱う．	
 

	
 	
 

3.	
 適用例	
 

3.1	
 東京都八王子市	
 

	
 都市的な側面と郊外的な側面を併せ持つ東京

都八王子市を対象として，前述した同一性判断手

法を用いて店舗・事業所の時系列的変化を明ら

かにし，図２の様に表した．図２は店舗・事業所

の４つの時系列的な変化の分類（存続，入れ替え，

消滅，新規出現）を色ごとに分け，１件毎にポイ

ントデータとして地図にプロットしたものであ

り、これによってどこの場所がどのような時系列

的変化をしたのかが視覚的に分かる．今回は，平

面的に時系列的な変化を表したので，雑居ビル

などの一つの場所に複数の事業所・店舗がある

場所では，複数の変化を表しきれていないこと

に留意したい．複数の変化が同一場所にある場

所でも変化を表す平面的なブロックは重なり合

い，一つの変化に見えてしまう．今後は立体的に

時系列的変化の分布が可視化できるような表し

方についても考えていきたい．	
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図２	
 八王子における時系列空間結合の例 

	
 

3.2	
 東京都	
 

	
 八王子市で行ったものと同様に東京都全域に

ついても同様の手法により変化を抽出し時系列

データを整備し，八王子市の結果とともに表１に

その結果を表す．	
 

	
 今後は今回行った結果の信頼性を目視したも

のと今回の結果と照らし合わせることで検証し

ていき，N-gram の閾値や近くの建物のリンクに

使用する最近隣の距離の値についても今回の設

定が適切であるか検討していく．これらを行い

十分な信頼性が得られたら，全国的な時系列的

変化を明らかにし，店舗・事業所の全国版の時

系列的変化を表すデータセットを構築して行き

たい．	
 

表 1	
 時空間結合結果	
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4.	
 時系列的空間データの活用例	
 

	
 今回構築してきた店舗・事業所の時系列変化デ

ータベースを用いた応用的な分析の例として，商

業店舗の売上の時系列的な変化と周辺建物の時



系列的な変化の関係を考察できると考えられる．	
 

	
 商業施設の売上が変化する要因として，自社要

因，他社要因（競合関係など），市場要因（消費

動向）などが考えられるが，今回のデータを使え

ばこれらの要因のうち他社要因を分析できると

考えられる．競合となる店舗の閉店や開店，また

は大規模な事業所の新規出現，消滅による人口の

流入，流出などが構築した店舗・事業所の時系列

的変化のデータベースから認識，または予想でき

る．これらが分かれば，店舗の売上の時系列的な

変化から売上の周期性を解析し，周期性に反した

異常値を検出したときに,その店舗の周辺建物の

変化との関係を分析することで売上に影響を与

える要因を検出できるかもしれない．個別の商業

店舗の売上に影響する個別の周辺建物変化を分

析すれば，相性の良いあるいは悪い業種関係また

は距離関係などが分かり，企業の出展戦略にも有

意義な情報を得ることができると言える．	
 

	
 

5.	
 おわりに	
 

	
 本研究ではデジタル電話帳データの名称と位

置情報を用いて店舗・事業所の新旧の年について

同一性を判断し，時空間結合を行った．今回は

2011 年と 2012 年の二時点間で店舗・事業所の時

系列的な変化を明らかにしたが，この手法を用い

てさらに長期的な時間軸,またより短いスパンで

複数の時点間のデータを過去に遡って整備する

ことにより，店舗・事業所の時系列的変化のデー

タベースを構築し，商業店舗売上の変化要因の検

出や企業間の相性をはかる基本データとして分

析していきたい．この店舗・事業所の時系列的変

化のデータは，都市の店舗・事業所の変遷を表し，

前述の通り企業の売上と店舗・事業所の時系列的

な変化から出展戦略のデータに使うなど商業的

にも利用でき幅広い分野の分析で利用可能な基

本的なデータセットになり得ると言える．今後の

展望として，構築した店舗・事業所の時系列的変

化のデータセットを用いた分析の可能性を広げ

るべく，前述した商業施設の売上と周辺店舗・事

業所の時系列的な変化を始めとする分析を行う．	
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